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「アジアを見る眼」シリーズ発刊に当たって　

地
中
海
か
ら
太
平
洋
ま
で
、
こ
の
広
く
ア
ジ
ア
と
呼
ば
れ
る
地
帯
に
は
幾
十
か
の
国
が
あ
る
。
そ
の
大
部
分
は
第
二
次
世
界
大
戦
以
後
、
古
い

植
民
地
体
制
か
ら
脱
し
て
新
興
の
独
立
国
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
世
界
の
人
口
の
半
ば
以
上
の
も
の
が
こ
こ
に
あ
る
。
こ
れ
ら
の
新
興
国
は

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
立
っ
て
、
建
国
創
業
の
仕
事
に
力
を
つ
く
し
て
い
る
。

　

そ
の
業
は
果
た
し
て
障
害
な
く
着
々
と
進
ん
で
お
る
か
。
だ
れ
も
が
こ
れ
に
対
し
て
頭
を
か
し
げ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
だ
れ
も
が
ア
ジ
ア
は

「
流
動
的
で
あ
る
」
と
い
う
。

　

流
動
的
と
は
何
で
あ
る
か
。
ま
た
何
で
な
い
か
。
い
く
た
の
混
み
い
っ
た
事
態
の
な
か
を
、
一
本
の
金
の
線
が
生
々
発
展
的
に
縫
っ
て
い
る
の
も

流
動
的
で
あ
る
。
経
済
は
着
々
と
成
長
し
、
政
治
は
一つ
の
体
制
の
な
か
で
徐
々
に
整
備
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
場
合
が
そ
れ
で
あ
る
。

　

ア
ジ
ア
諸
国
の
大
部
分
に
つ
い
て
は
、
事
態
は
こ
の
よ
う
に
簡
単
で
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
経
済
の
場
面
に
は
大
き
な
発
展
・
成
長
の
芽
生

え
は
あ
る
。
し
か
し
、
他
面
に
お
い
て
そ
れ
を
抑
制
す
る
も
の
が
力
づ
よ
い
。
ま
た
お
よ
そ
発
展
や
成
長
を
考
え
る
場
合
、
在
来
流
行
の
理
解

に
よ
る
パ
タ
ー
ン
を
以
っ
て
す
る
の
が
果
た
し
て
正
し
い
か
、
と
の
疑
問
も
で
て
く
る
。
さ
ら
に
政
治
体
制
に
つ
い
て
は
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
対
立
、

複
合
民
族
国
家
に
お
け
る
特
殊
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
伴
う
民
族
や
種
族
間
の
闘
争
が
あ
っ
て
、
政
治
的
安
定
は
な
か
な
か
期
す
べ
く
も
な
い
。

独
立
国
家
の
幼
年
期
に
伴
う
政
治
的
、
行
政
的
未
熟
も
ま
た
考
え
ら
れ
る
べ
き
大
き
な
原
因
で
あ
る
。

　

こ
う
い
う
次
第
で
、
ア
ジ
ア
が
流
動
的
で
あ
る
と
は
、
一つ
の
混
沌
を
意
味
す
る
も
の
と
い
い
え
よ
う
か
。
そ
し
て
そ
の
上
に
立
っ
て
い
か
な
る

経
済
・
社
会
・
政
治
の
体
制
が
整
い
だ
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。―

―

こ
の
意
味
で
二
〇
世
紀
後
半
の
ア
ジ
ア
は
世
界
に
お
け
る
「
問
題
」、
い
な

最
も
お
お
き
な
「
問
題
」
で
あ
る
。

　

ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
は
、
ま
さ
に
こ
の
「
問
題
」
の
理
解
に
向
か
っ
て
、
ひ
た
す
ら
前
進
を
つ
づ
け
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
の
期
す
る
と
こ
ろ
は
、

ま
さ
に
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
現
実
に
即
し
た
精
確
な
知
識
を
供
し
よ
う
、
そ
し
て
こ
の
大
き
な
「
問
題
」
に
つ
い
て
静
か
な
サ
ー
ビ
ス
を
い
た
そ
う

と
す
る
に
尽
き
る
。
設
立
以
来
す
で
に
七
ヵ
年
あ
ま
り
、
専
ら
そ
う
い
う
道
を
歩
ん
で
き
た
し
、
今
後
も
そ
れ
に
変
わ
り
は
な
い
。
こ
の
シ
リ
ー

ズ
は
、
多
く
の
研
究
や
調
査
の
報
告
書
、
現
地
調
査
を
土
台
と
し
て
、
ア
ジ
ア
に
つ
い
て
の
解
説
書
・
教
養
書
た
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
も
の

で
あ
る
。

　
一
九
六
六
年
三
月 

ア
ジ
ア
経
済
研
究
所     

東　

畑　

精　
一　
　



アジアを見る眼シリーズから

102

ス
ラ
ウ
ェ
シ
だ
よ
り　

　
　
　

地
方
か
ら
見
た
激
動
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

松
井
和
久　

著

ス
ハ
ル
ト
政
権
崩
壊
前
後
の
五
年
間
を
ス
ラ
ウ
ェ
シ
島
で
暮
ら
し
た
筆
者
が
、
激
動
の

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
地
方
か
ら
の
視
点
で
捉
え
た
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
観
察
記
録
。　

二
〇
〇
二
年
三
月
刊　

一
四
〇
〇
円
＋
税

103

中
国
の
石
油
と
天
然
ガ
ス

神
原　

達　

著

三
〇
年
間
中
国
の
石
油
産
業
を
調
査
し
て
き
た
著
者
が
、
改
革
と
発
展
を
続
け
る
石
油
、

天
然
ガ
ス
産
業
の
現
状
と
将
来
を
見
通
し
、
需
要
増
大
で
大
石
油
輸
入
国
と
な
る
中
国
の

石
油
安
定
確
保
政
策
を
も
論
じ
る
。　

二
〇
〇
二
年
一
二
月
刊　

一
四
〇
〇
円
＋
税

101

北
京
か
ら
の
「
熱
点
追
踪
」

　
　
　
　
　
　

現
代
中
国
政
治
の
見
方

佐
々
木
智
弘　

著
共
産
党
に
よ
る
一
党
支
配
は
ど
の
よ
う
に
維
持
さ
れ
て
い
る
の
か
北
京
大
学
、
政
治

改
革
、
日
中
関
係
、
中
国
共
産
党
の
四
つ
の
舞
台
か
ら
、
答
え
を
探
る
。

二
〇
〇
一
年
一
二
月
刊　
　

一
四
〇
〇
円
＋
税

　
　
　
　
　
　
　

100

イ
エ
メ
ン
も
の
づ
く
し　

　
　
　

モ
ノ
を
通
し
て
み
る
文
化
と
社
会

佐
藤　

寛　

著

日
本
と
は
気
候
も
歴
史
も
文
化
も
言
語
も
異
な
る
－「
ア
ラ
ブ
の
田
舎
」
イ
エ
メ
ン
。
そ
こ

で
暮
ら
し
て
い
る
と
出
会
う
奇
妙
な
モ
ノ
の
数
々
、
そ
ん
な
モ
ノ
ど
も
の
背
景
を
の
ぞ
く

こ
と
で
イ
エ
メ
ン
の
文
化
と
社
会
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
、
地
域
研
究
者
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ノ
ー
ト
。　

二
〇
〇
一
年
三
月
刊　

一
四
〇
〇
円
＋
税

99

ア
ジ
ア
通
貨
危
機
と
金
融
危
機
か
ら
学
ぶ
國
宗
浩
三　

著

ア
ジ
ア
通
貨
危
機
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
説
し
、
そ
の
原
因
に
つ
い
て
の
諸
説
を
検
討
す

る
。Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
対
応
の
問
題
点
や
、
現
在
ア
ジ
ア
諸
国
で
進
み
つ
つ
あ
る
企
業
や
銀
行
の

再
建
に
つ
い
て
も
考
察
す
る
。　

二
〇
〇
一
年
三
月
刊　

一
四
〇
〇
円
＋
税

104

ガ
ー
ナ　

混
乱
と
希
望
の
国

高
根　

務　

著

カ
カ
オ
の
産
地
と
し
て
有
名
な
、
西
ア
フ
リ
カ
の
国
、
ガ
ー
ナ
。
こ
の
国
の
豊
か
な
文

化
と
歴
史
を
辿
り
、
そ
し
て
私
た
ち
と
同
時
代
を
生
き
る
ガ
ー
ナ
の
く
ら
し
を
、
等
身

大
の
視
点
で
描
く
。   

二
〇
〇
三
年
一
一
月
刊　

一
一
〇
〇
円
＋
税

105

ア
ジ
ア
の
人
口

　
　
　

ク
ロ
ー
バ
ル
化
の
波
の
中
で

早
瀬
保
子　

著

多
産
多
死
か
ら
少
子
高
齢
化
、
児
童
労
働
と
都
市
化
、
エ
イ
ズ
・SARS

の
拡
大
と
国
際

労
働
移
動
な
ど
、
多
様
な
ア
ジ
ア
の
人
口
問
題
を
考
察
し
、
そ
の
将
来
を
展
望
す
る
。

二
〇
〇
四
年
三
月
刊　

一
四
〇
〇
円
＋
税

106

テ
ヘ
ラ
ン
商
売
往
来　

　
　
　

イ
ラ
ン
商
人
の
世
界

岩
崎
葉
子　

著

一
〇
年
に
わ
た
る
調
査
で
覗
い
た
イ
ラ
ン
商
人
の
世
界
。
客
あ
し
ら
い
や
義
理
人
情
な

ど
、
商
売
の
極
意
を
彼
ら
自
身
の
言
葉
で
綴
る
。
宗
教
や
政
治
の
本
で
は
決
し
て
読
め

な
い
生
身
の
イ
ラ
ン
が
見
え
て
く
る
。　

二
〇
〇
四
年
七
月
刊　

一
四
〇
〇
円
＋
税



アジアを見る眼シリーズから

110

社
会
主
義
後
の
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン

　
　
　

変
わ
る
国
と
揺
れ
る
人
々
の
心

テ
ィ
ム
ー
ル
・

　
　

ダ
ダ
バ
エ
フ
著

ソ
連
邦
と
社
会
主
義
と
い
う
制
度
が
崩
壊
し
た
後
、
人
々
は
ど
の
よ
う
な
理
想
や
夢
を

抱
き
、
悩
み
を
抱
え
て
い
る
の
か
。
国
家
、
社
会
、
そ
し
て
家
族
に
対
す
る
考
え
方
は

ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
だ
ろ
う
か
。　

二
〇
〇
八
年
六
月
刊　

九
八
〇
円
＋
税

109

ロ
シ
ア
資
源
産
業
の
『
内
部
』

塩
原
俊
彦　

著

世
界
的
な
関
心
を
集
め
る
ロ
シ
ア
の
石
油
・
ガ
ス
産
業
を
、
政
治
と
の
関
係
を
は
じ

め
企
業
集
団
ご
と
に
詳
細
に
分
析
し
た
力
作
。　

二
〇
〇
六
年
一
〇
月
刊　

九
八
〇
円
＋
税　

112

イ
ン
ド　

児
童
労
働
の
地
を
ゆ
く

田
部　

昇　

著

イ
ン
ド
の
手
織
り
カ
ー
ペ
ッ
ト
、
宝
飾
品
、
伝
統
的
染
織
品
の
生
産
現
場
に
は
学
校
に

も
通
わ
ず
に
働
く
幼
い
子
ど
も
達
の
姿
が
あ
る
。
九
〇
年
代
に
行
っ
た
フ
ィ
ー
ル
ド
調

査
に
基
づ
き
イ
ン
ド
に
お
け
る
児
童
労
働
の
実
態
を
報
告
し
、
開
発
論
の
視
点
か
ら
「
い

ま
、
な
ぜ
児
童
労
働
か
」
を
問
う
。 　

二
〇
一
〇
年
二
月
刊   

一
四
〇
〇
円
＋
税　

  113

ビ
オ
レ
ン
シ
ア
の
政
治
社
会
史

　
　
　

若
き
国
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
〝
悪
魔
払
い
〞

寺
澤
辰
麿　

著

「
世
界
屈
指
の
危
険
な
国
」「
麻
薬
、
誘
拐
、
殺
人
の
国
」
な
ど
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
が

つ
き
ま
と
う
コ
ロ
ン
ビ
ア
。
大
使
と
し
て
三
年
間
を
当
地
で
暮
ら
し
た
筆
者
が
、政
治
史
、

社
会
史
の
両
面
か
ら
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
真
実
の
姿
を
説
き
明
か
し
て
い
く
。　

二
〇
一
一

年
一
一
月
刊   

一
五
〇
〇
円
＋
税　

108

石
油
大
国
ロ
シ
ア
の
復
活

木
村
眞
澄　

著

石
油
生
産
の
回
復
と
と
も
に
力
強
さ
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
ロ
シ
ア
経
済
。
サ
ウ
ジ
ア
ラ

ビ
ア
と
並
ぶ
世
界
最
大
の
産
油
国
で
あ
る
ロ
シ
ア
の
石
油
に
つ
い
て
、
そ
の
特
質
を
分
析

し
、
今
後
の
方
向
を
展
望
す
る
。　

二
〇
〇
五
年
三
月
刊　

一
四
〇
〇
円
＋
税

107

貧
困
削
減
と
世
界
銀
行

　
　
　
９
月
11
日
米
国
多
発
テ
ロ
後
の
大
変
化

朽
木
昭
文　

著

二
〇
〇
一
年
九
月
十
一
日
米
国
同
時
多
発
テ
ロ
が
開
発
の
あ
り
方
に
も
影
響
し
、
貧
困

削
減
が
地
球
的
な
課
題
と
な
っ
た
。
本
書
は
、
世
界
銀
行
の
貧
困
削
減
戦
略
を
示
し
、

筆
者
の
成
長
戦
略
を
提
案
す
る
。　

二
〇
〇
四
年
九
月
刊　

一
一
〇
〇
円
＋
税

114

新
し
い
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

　

地
域
共
同
体
と
ア
ジ
ア
の
中
心
性
を
目
指
し
て

山
影　

進　

編

一
九
六
七
年
の
設
立
か
ら
現
在
ま
で
の
歴
史
を
辿
る
と
と
も
に
、
ど
こ
に
向
か
お
う
と

し
て
い
る
の
か
？
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
を
多
面
的
に
展
望
す
る
「
変
わ
り
つ
つ
あ
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
」
の
解
説
書
。 　

二
〇
一
一
年
一
二
月
刊　

一
二
〇
〇
円
＋
税

111

貧
困
国
へ
の
援
助
再
考

　
　
　

ニ
カ
ラ
グ
ア
草
の
根
援
助
か
ら
の
教
訓　
　
　
　
　
　
　
　

加
賀
美
充
洋　

著
日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
は
役
に
立
ち
、
我
が
国
の
国
際
的
な
立
場
を
強
化
し
て
い
る
の
か
。
少
額

で
も
成
果
の
高
い
「
草
の
根
・
人
間
の
安
全
保
障
無
償
資
金
協
力
」
を
ニ
カ
ラ
グ
ア
で
の

豊
富
な
具
体
例
と
写
真
で
解
説
す
る
。
二
〇
〇
九
年
月
一
〇
月
刊　

九
八
〇
円
＋
税


